






























































































地名注1 経営者 従業員 業種 漁船数 年産額 投資額
マツカサル 玉城組 33人 沿岸漁業 機船３隻 10万円 ２万円
メナード 大岩組日蘭漁業他２社 100人 鰹鮪釣節製造 機船９隻 40万円 250万円
ブートン ブートン真珠株式会社 25人 蝶貝養殖 潜水船３隻 35万円 70万円
タルナテ 大岩組出張所 16人 沿岸漁業 機船１隻 ３万円 ４万円
アンボイナ 原ちよ 22人 鰹鮪釣節製造 機船１隻 ２万円 ５万円
ドボ ９社 120人 蝶貝採取 機船14隻 10万円 40万円





























































1935  ･   2 バタビア 巧盛丸 追込網 蘭印
〃　･   4 シンガポール 大幸丸 〃 〃
〃　･   6 〃 海福丸 〃 〃
〃　･   6 〃 大成丸 〃 マレー連邦
〃　･   8 〃 昌福丸 流網 サラワク王国
〃　･ 10 〃 ？ 〃 蘭印
1936  ･   1 〃 ？ 定置網 ビルマ
〃　･   6 〃 喜福丸 追込網 シャム
〃　･   9 バタビア 瑞福丸 〃 蘭印
1937  ･   1 シンガポール ？ 定置網 ビルマ
〃　･   2 〃 ？ 流網 蘭印
〃　･   6 〃 福栄丸 追込網 〃
〃　･   7 〃 ？ 〃 仏印
〃　･ 10 〃 福栄丸 〃 蘭印
〃　･ 11 〃 ？ 〃 ？
〃　･ 11 〃 仁福丸 〃 シャム
〃　･ 12 〃 大利丸 曳縄 〃
1938  ･   1 〃 ？ 流網 蘭印
〃　･   1 ？ ？ 追込網 〃
〃　･   1 ？ 安福丸 流網 〃
〃　･   2 シンガポール 福信丸 鮮魚運搬 〃
〃　･   5 〃 ？ 流網 サラワク王国
〃　･   5 〃 仁福丸 追込網 マレー連邦
〃　･   6 バタビア ？ 〃 ？
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ノ飛行士ヲ追帰シ証人トシテ関係ナキランチノ機関士ノミヲ残シ





































































































































































































































































4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
，兩國政府間ニ現存
スル敦厚ナル友好關係ニ鑑ミ，和蘭海軍飛行機ノ射撃ニ依リ日本人漁夫ノ
間ニ死傷者ヲ生セル事ニ對シテ誠實ニ遺憾ノ意ヲ表シ，犠牲者ニ對シテ弔
慰金ヲ出ス用意アリ
三．第三回我方要求通リ［傍点は原文のまま］46
　日本も，1938（昭和13）年６月下旬には，オランダ側が回答した「甲案ニ對スル蘭側修正案」
で双方とも合意するに至った。日本国内にはオランダ側が飛行機の銃撃に対する非を認め
ないという不満もあったようだが，両国の主張が真っ向から対立している以上，両国が受
けいれられるギリギリの点であったことが伺える。またオランダ側が，早い段階から将来
の再発防止策について日本側に同意していたことは，両国間の関係を考えるうえでも重要
な点であろう。
おわりに
　本論文では，1937年９月から10月にかけて蘭印の海域で発生した第７徳栄丸及び泰進丸
への銃撃事件について取りあげた。シンガポールに拠点をおく第７徳栄丸及び泰進丸が蘭
印の海域で密漁の疑いをかけられてオランダ軍艦艦載機による銃撃を受けて，６名の死傷
者がでた。日本人水産業者の南洋進出増加に伴い，蘭印の海域では拿捕される事件が起き
ていたが，はじめて死傷者をだした事件が第７徳栄丸事件及び泰進丸事件であった。また
両事件が発生する前年に，日本の高瀬貝採集船大鵬丸に乗船する沖縄漁民３人が蘭印の警
察官等の武器を強奪のうえ縛りあげ，浅瀬にうち捨てるという事件を起こした。この大鵬
丸事件によって蘭印では，日本人密漁者に対して軍隊による取り締まりが求められていた
ことも紹介した。
　第７徳栄丸事件及び泰進丸事件は，日本とオランダ間の外交交渉によって解決されるこ
とになった。本論文では，この外交交渉の場で日本とオランダ両国がどのようなやり取
りをしたのかを紹介した。日本側からは，①両事件の発生に対して遺憾の意を表すること，
②死傷者に対して損害賠償をすること，③将来の再発防止策をとることの，３点の要求が
だされた。３番目の将来の再発防止策については，飛行機は監視業務に就くにとどめ，取
り締まりは高速船で行われることが早い段階からオランダ側の理解を得られていた。外交
交渉の争点になったのは，１番目と２番目の問題である。オランダ側は，飛行機による日
本漁船銃撃は正当な警察権の行使であり，この事件に関して遺憾の意を表明することはで
きないと主張した。死傷者へは損害賠償ではなく，オランダ政府の善意による慰藉金とい
う形での支給を主張した。日本側にとって，このオランダ側の主張は到底認められるもの
46　JACAR: B09042219300（第65画像目）。
鹿児島県立短期大学地域研究所「研究年報」第52号（2020）−42−
ではなかった。日本側はくり返しオランダ側の非を認めるよう要求をくり返したが，双方
の主張は平行線をたどった。日本政府内では，オランダがその非を認めないならば大日本
帝国海軍の艦船を蘭印の領海に派遣し，日本人水産業者を保護するべきだとする意見もだ
されていたことも紹介した。
　交渉妥結に向けて動いたのは，オランダ側の第４回目の回答からである。オランダ側の
回答では，合意文書の中に日本とオランダ双方の意見が対立していることを明記したうえ
で，両国の友好関係上，死傷者に慰藉金を支払うという文言を提示した。こうした姿勢か
らオランダ側が外交交渉を決裂させることなく，邦船銃撃問題を解決しようとする積極的
な姿勢が伺える。その後，日本もオランダ側が示したレール上で交渉を行い，最終的には
折り合うことになったのは本文で提示した通りである。
　またこの邦船銃撃事件が発生していた時期は，日蘭会商と呼ばれる日本とオランダ間の
貿易交渉も行われていた。邦船銃撃事件が日蘭会商にどのような影響を及ぼしたかについ
ては，引き続き検討を行っていきたい。
付記：本論文は，科研費基盤研究（C）「戦前期日本人水産業者の外南洋進出と南進論（課
題番号：20K00994）」の研究成果の一部である。
